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高砂市民病院ニュース

平成25年３月
第18号第18号きぼうきぼう満足度調査結果のご報告満足度調査結果のご報告

職員のあいさつは？診察の済むまでの時間は？

職員の説明は？院内全体の印象は？
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　平成24年11月に患者さま満足度調査を実施しました。ご協力いただきましてありがとうございました。結果を真
摯に受け止め、よりよい病院運営のために、より一層努力してまいります。

血液浄化センターを拡充します。
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病院ボランティア
ありがとうございます！！

日頃の訓練が
　　　　いきました
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　当院は、腎疾患の治療や血液透析の専門病院として
の役割を果たしています。
　平成 25年７月には「血液浄化センター」が拡充され、
病床数が増床されます。血液浄化センターでは、腎不
全などで老廃物を除去できなくなった場合に人工的に
透析を行い、血液を浄化する治療などを行うところで
す。
　５名の透析医学会専門医が在籍しており、糖尿病合
併症により血液透析が必要となった場合でも安心して
治療が受けられます。血液浄化センター　完成予想図

　２月 12日に山

陽電車の脱線事

故が発生しまし

た。消防からの

一報を受け、医

師・看護師が現

場に急行しました。また院内では負傷者の受け入

れの準備と体制を整えました。

　救急車が到着するとトリアージによって分けら

れた負傷者の受け入れを始めました。当院では、

毎年消防署と合同

で実践形式での災

害訓練を行ってい

たため迅速かつ適

切な対応ができま

した。

　活動して頂

いている“病

院ボランティ

ア“の方々には、

朝早くから車

いす介助、外

来・入院案内、

清拭タオルの作成、縫製作業、グリーンボランティ

アなどの活動をして頂いています。

　みなさまの貴重なお時間を“ボランティア”と

いう形でご提供していただき、本年度は、健康ま

つりの際に長年にわたってのボランティア活動に

感謝をこめて表彰をさせて頂きました。

　随時“病院ボランティア”を募集していますので、

興味を持たれた方は、病院ボランティア窓口まで

ご連絡ください。

〈ボランティア表彰　健康まつりにて〉 〈後藤名誉院長による　寄り道講座〉

〈健康まつり〉 〈健康まつり〉 〈スプリングコンサート〉



新任医師を紹介 しま す！新任医師を紹介 しま す！
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　はじめまして。1月に異動してきました若原鉄平と申
します。
7月の緩和ケア病棟の開設に当たって、緩和ケア内科医
として従事するために来ました。
　これまでは、呼吸器外科医として肺癌の患者さまの治
療を行ってきました。外科ということで手術中心ではあり
ましたが、治療を行っていく中で終末期に至る患者さまも
少なくはありませんでした。その時から、終末期の患者さ
まへの緩和ケアについては非常に興味があり、この緩和
ケア病棟の開設というとても大事な時期に働けるという
ことに大変感謝しております。この高砂市民病院の緩和
ケア病棟が市民の方々や周囲の病院に認められるように、
精一杯頑張って行こうと思います。よろしくお願いします。

　平成 25年７月に「緩和ケア病棟」が新しくオープンします。緩和ケア病棟は、最上階６階に

あり高砂市が一望できます。また、屋上庭園も造り患者さまやご家族の方に気分転換ができるよ

うな病棟をめざしています。

　緩和ケア病棟は、18室全個室で壁紙やシーツ・カバーなどをトータルコーディネートし、ゆっ

たり落ち着いた雰囲気を心掛けます。また、患者さまだけでなくご家族の方にも、くつろいでい

ただけるような環境を整えます。

　病棟では、緩和ケア専門チーム（専従医、認定看護師など）が中心となり患者さまの身体的、

精神的な苦痛や症状の緩和を行い、安らぎを得られるケアの充実を図ることができます。患者さ

まとそのご家族の方の要望にできるだけ多く応えることができるような体制をとっていきたいと

考えています。

「病院でためになる話がきけます。」
　「病院での待ち時間は長いよね」そんなご意見から生まれたのが“ホッとひと息寄り道講座”です。

医師・看護師・薬剤師・技師などが担当し待ち時間を利用して、タイムリーな情報をご提供しています。

講座では資料なども配布し、終了後には質問時間を設けています。

　今後の開催内容や過去の講座の内容は、当院のホームページで確認できますので、一度ご確認く

ださい。

「手術看護認定看護師とは」
　手術や麻酔を受ける患者さまのために、手術や麻酔に必要な準備を整え、安全で温もりのある環境を作っ

ています。手術にかかわる看護を専門にし、手術後に早く回復できるように支援しています。

緩和ケア病棟　病室完成予想図 緩和ケア病棟　談話室完成予想図 形成外科小熊医師による講座

４月 おしっこのお話

５月 手術をうけられる前の準備

６月 お薬の話

７月 内視鏡について

８月 緩和ケアについて

今後の講座内容予定表（変更する場合もあります）

緩和ケア病棟を新設します

ホッとひと息寄り道講座

手術看護認定看護師が活躍しています

～手術を受けられる患者さまへ～
　「手術室は寒くて怖い場所」という印象をもたれる方は多いのでな

いでしょうか。

　当院では、手術を受ける患者さまの健康維持・早期回復の促進を図

るために、チームで手術前後の管理を行う

“ ペ リ オ 活 動 ”
を行っています。

　手術が決まると、手術室の看護師が事前に患者さまとお会いし一緒

に手術や麻酔を無事に乗り越えていくために必要なことを考えていき

ます。気になることがあれば、何でもご相談してください。
手術看護認定看護師　後藤　悟史

開催日　�毎月第２月曜・第４水曜を基準開催
としています。

時　間　10時から10時 30分
場　所　正面玄関ホール公衆電話前


